






































研 究 課 題
近世後期と近代のキリシタン集落の比較研究
―信仰の歴史的関連について―














































































18 世紀終りから 19 世紀半ばにかけて数回のキリシ
タン露顕事件が発生する。寛政 2 年（1（90）の浦上




































































事件が慶応 3 年（1868）に始まり明治 6 年（18（3）
に終結した浦上四番崩れであった。ことの始まりは、

















































































































































財政経済学会、1943 年 pp3~pp130 に記されて
いる。
６）国立公文書館蔵「長崎県下旧平戸県紐差村宝亀村
異宗徒処分方」
請求番号、本館 2A-001-00・別 00002100、
早稲田大学図書館蔵「耶蘇教謀者各地探索報告書」
請求番号イ 14-A4154
７）このあたりの状況は、浦川和三郎『切支丹の復活』
後編、国書刊行会、1928 年、pp（61~pp835 に
記されている。
８）松村菅和・女子カルメル修道会共訳『パリ外国宣
教会年次報告 1』聖母の騎士社、1996 年、56p
９）佐賀県立図書館蔵「明治七年中戸籍編成禄」請求
番号　県 1（―14
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